












1.緒言 

 SIDS の成因や病理に関しては既に多くの研究がなされ諸説が呈示されてきたが、いづれ

に対しても、なお異論が多い。このような状況の中でも、これまでの多数例の臨床及び剖

検材料の詳細な検索から、最近、呼吸・循環器系と、それを統禦する中枢の異常に問題が

絞られつつあるように思われる。我々はこの点に注目し、新生仔・乳仔期早期に

hexachlorophene 塗布により脳幹部を障害された仔マウスを SIDS の実験モデルとして、

種々の異常は環境要因(低酸素、寒冷など)が、これらのモデルマウスに及ぼす影響を検索

した。 


